
大学院カリキュラム・ポリシーとディプロマ・ポリシー

【カリキュラム・ポリシー】

　言語科学研究科は、建学の理念に基づき、言語科学の観点から行われる言語研究、言語教育研究、コミュ
ニケーション研究によって、人間理解、国際・異文化交流を促進し、社会と世界の平和と発展に寄与するこ
とを教育理念としています。この理念に立ち、人間の知的活動の基礎である言語、および、その教育とコ
ミュニケーションについて、主に日本語と英語を中心に、その特性や実態を研究し、「ことばの専門家」とし
て先導的な役割を果たす人材を育成することを教育目標としています。その教育目標を実現するために、以
下の方針のもとに教育課程（カリキュラム）を編成し、実施しています。

　修士課程（博士前期課程）にあっては、日本語と英語を中心とした言語、言語教育、コミュニケーション
の各分野の研究科目、演習科目、技術科目を設置し、これらの分野の基礎研究に従事する研究者や社会の要
請に実践的にこたえることができる高度専門職業人を養成します。さらに、修士論文または修士研究報告を
完成し、自己の研究を専門分野の中に位置づけ、研究の成果と意義について客観的に把握する能力を育て
ます。

　博士後期課程にあっては、言語と言語教育の分野の研究科目、演習科目を設置し、これらの分野で、先導
的かつ指導的役割を果たすことができる専門家を養成します。さらに、博士論文の完成にむけて、毎年次、
論文指導演習を履修し、研究を計画的に進めることで、専門家としての能力を育てます。

　博士前期課程２年間、博士後期課程３年間を通じて、専門家としての責任感と倫理性をもって、その研究
や業務を遂行する能力を育てます。

【ディプロマ・ポリシー】

　言語科学研究科は、建学の理念に基づき、言語科学の観点から行われる言語研究、言語教育研究、コミュ
ニケーション研究によって、人間理解、国際・異文化交流を促進し、社会と世界の平和と発展に寄与するこ
とを教育理念としています。この理念に立ち、人間の知的活動の基礎である言語、および、その教育とコ
ミュニケーションについて、主に日本語と英語を中心に、その特性や実態を研究し、「ことばの専門家」とし
て先導的な役割を果たす人材を育成することを教育目標としています。その教育目標を実現するための教育
課程（カリキュラム）を編成・実施し、以下のように課程を修了した者に対して学位を授与します。

　修士課程（博士前期課程）にあっては、広い視野に立って豊かな学識を授け、専門分野における研究能力
や高度の専門性を要する職業等に必要な能力を養うことを目的としています。所定の年限在籍して、定めら
れた要件単位を修得し、かつ、修士論文または修士研究報告の審査および試験に合格した者に修士の学位を
授与します。

　博士後期課程にあっては、専攻分野について、自律して研究を行うのに必要な高度の研究能力およびその
基礎となる豊かな学識を養うことを目的としています。所定の年限在籍して、定められた要件単位を修得し、
かつ、研究指導を受け、標準修業年限内に博士論文の審査および試験に合格した者に博士の学位を授与し
ます。
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